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「おなかいっぱいになれる幸せ」

５　大会成績

６　その他（全体についての感想等）

岩手県代表宮古商工高等学校山﨑ななさん

写真

岩手県代表山﨑さんは、身近な話題から世界の問題に目を向け、高校生としての自分たちがで
きることを主張しました。昨年の岩手県大会での発表より聴衆へ訴える迫力が増し堂々と発表
していたのが印象的でした。どの発表者も自分の体験を自分の中で咀嚼し自分の言葉で自分の
考えをしっかり訴えていました。弁論は相手に自分の考えを話して伝えるもので、原稿を読ん
で伝えるものとは違う技術が必要であると実感しました。また、開会式からすべての弁論、閉
会式まで手話通訳が活躍されていたのも印象的でした。

鹿児島県鹿児島市サンエールかごしま

岩手県立宮古商工高等学校　山﨑なな

(se4)

大会1日目8月1日(火)抽選会、リハーサル、生徒交流会
大会2日目8月2日(水)開会式、弁論
大会3日目8月3日(木)弁論、生徒交流会、表彰、閉会式

１　大会期日

２　開催場所

３　参加生徒

４　大会日程

令和５年８月１日（火）～３日（木）

全国高総文祭参加報告書 弁論部門

国際理解専門部代表理事 小野寺明美（花巻南高等学校）


